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緒　　　　　p

水田で発生する蚊類の発生状況,季節的な消長は地

方により年によって異なるが,特に近年のように,農

薬が盛んに使われ山してからはその実態を知ることば

極めて困難になってきた.更に長崎のように温暖な地

方では,水田の利用方法及び苗代,田植の時期が甚だ

しく異なるので,蚊幼虫の発生状況も異なってくるこ

とが考えられる.

このような事情から,う豆期間の,少数の水由での調

査結果からは実態を掌握することが困難であるので,

われわれは長崎市の週辺で5つの地区を選び前後4ケ

年に亘って,やや詳しく調べた結果に基いて,当地方

の水田に発生する蚊幼虫の種類と季節的消長並びに水

田の利用時期との関係を農薬の使用を考慮しながら吟

味してみたので,それらの結果についてここに報告す

る./

本文に入るに先立ち,研究の指導と本稿の校閲を賜

わった大森南三郎教授に心から謝意を表する/

調査場所と　方法

調査場所:長崎市の周辺は平地が比較的少なく,水

田は山間或るいぼ丘陵問に階段式に耕作されており,

土地によって,多少趣を異にしているので, 5つの実

験地区を選んで蚊幼虫の発生状況を調査した/

白木の水田地執ま市の東南部の丘陵にあって,標高

110-130m,水田面横25,OOOw2で,市街地に向ってや

や開けている/この,約200mの範囲内に牛卓の他の

家畜約25頭を飼養している戸数約40戸の部落がある.

この水田では1954-1956年の5ケ年連続して調査を行

場Hffl

御手洗水の水田は市の東部山間にあって,標高,水

田面積等は白木の場合とはは同様であるが,部落の戸

数及び家畜の数は約2倍多い/ここでは1年間(1956

年)幼虫の採集を行なった.三川の水田は市の北部山

間の盆地にあるが,標高ほ90-110wとあまり高くは

ない/水田面積は約140,000サ/でかなり広い.水田の

両側約IOOoTの範囲内に戸数約90戸の部落があるが,

■主として耕転機を使用し牛は僅かに2頭を飼養してい

･るに過ぎないg　ここでほ1年間(1960年)w調査を行な

った.

今回喝査を行なった地区でほ,家庭下水は排水溝を

流れて,殆ど摺らず,水田にも流入しない/水田地帯

の高部には段々畑があって,その間にアカイエカの多

発する水肥溜が散在しているが,これらが溢れて水田
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に流入するようなこともない.

調査方法:白木及び御手洗水ではそれぞれ10筆(1

聾ほ水田1枚の意),三川では8筆の水田を選定し,

1筆の水EElでは,直径Idem,深さ3en,柄長1mの杷

杓で周辺部を1巡しながら好適と思われる10ケ所から

幼虫及び蛸を採集した.各地区について, 1筆当りの

平均数を出してその部落のその掴査日における採集数

とした｡このような調査を原則として週1回,実験,事

間中継続して行なった｡同定は主として幼虫で行ない,

必要な場合には成虫に羽化させてから行なった｡

調査成績及び考察

且)採集された種類と個体数

5地区の水E日で採集した蚊幼虫(嫡を含む)の種類と

個体数は第1真に示す通りである｡種報ま自大では

1954, 1955年には10種, 1956年には6種,御手洗水で

は8種,三川でほ10種採れており,年により或るいは

農薬の使用によって多少の影響はあるとしても,大体

において10種類位の幼虫が採集できると考えられる.

採集個体数は,上述のような採集方法によって,年間

白木で1955年には多く,約660個体, 1956年には僅かに

約200個体,御手洗水と三川では夫々約400, 500個体

採れているので,年及び地区により,殊に農薬が盛んに

使用されている現在ではかなり著しい差のあることは

当然であるが,大体400-600個体の幼虫が採集できる

と考えられる.

種類別に個体数の多寡を見ると,勿論,年により地

区によって異なり,農薬撒布の大きな影響を受けては

T able 1 Mean numbers and percentages of immature mosquitoes collected in pabdy fields
in the three suburban farm villages near Nagasaki City in 1954 to 1956 and in 1960.
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The number of larvae plus pupae is given in an average for 10 paddy fields (in Mikawa, for 8 ones) in
each of them collections by a dipper being made 10 times at different spots.
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いるが,シナハマダラカが圧倒的に多く,次いでコガ

タアカイエカ,シロ-シイエカが多い　それ以外のも

のはその数が極めて少なくなる.以上の種類と,個休

数は少ないがカラッイエカについては,その季節的消

長を,農薬の影響を考慮しながら後述する(第1図)こ

とにして,ここではその他のものについて水田での発

生の特徴を明記しておく.

エセシナ-マダラカは個体数は少ないが,長崎市周

辺のような山脚性の看天田の少なくない水田では,普

通に発生する種類である/

ミナミ-マダラウスカは個体数ほ極めて少ないが,

何れの場合にも採集されており, -マダラウスカが極

めて稀にしか採集されない事実と比較して興味のある

ことである/

アカイエカは水田に生肥が用いられたような場合に

少数ながら発生している.スジアシイエカは比較的早

期にのみ極少数稀に採集されている.これら両種の発

生状況については後で詳しく考察を試みる.

フトシマフサカとコガタクロウスカとは早期に,宿

水に,稀に発生しており,トラフカクイカほ幼虫の発

生密度の高い所で時に少数採集されている.

ミツホシイエカは南方型の種類であると考えられる

のに当地方の水田から極めて稀にしか採集されていな

いことば奇異に感じる.

2)主な種類の季節的消長

鐸1図に示すように,それぞれの種類の消長は年に

より地区によってかなり異なっているが,その原因は

主として農薬の影賛によるものと考えられるので,こ

の地方での一般的な農薬の使用状況について述べる.

苗代にはツマグロヨコバイを駆除するために主,として

BHC乳剤が撒布されるが,その程度は個人によって

かなりの差があり,時にはパラチオン剤の一斉撒布が

行なわれたりもする.本田にはニカメイチエウを対象

としてその1化期と2化期,即ちワ月上旬(主として

パラチオン剤)と8月下旬(主としてBHC粉剤)と

に,地区一斉に撒布される場合が多い.図には地区一

斉に実施された場合のみに矢印でその撒布時期を示し,

個人が思い敵いの量を時に撒布した場合については矢

印で示さないことにした/特別な例として白木1956年

の3-5月の矢印は保健所が,特に蚊幼虫駆除の目的

でDDTペーストを撒布したものである.

殺虫剤の影響の他に,長崎地方での水田の使用方法,

即ち苗代や田植えの始まる時期,開花,落水等も幼虫

の季節的消長に大きな影響を及ぼすことは勿論である

ので,第1図には,後で詳しく特徴を挙げて記述する

ように,前期休閑期(I),苗代期cm,田植から開

花まで(M),及び開花,結実, X'J取り後の時期(IV),

の4期を区別して,必要に応じてはこれとの関係にも

言及しながら季節的消長について述べたい

シナハマダラカについてみると,白木1956年のよう

に早春から幼虫駆除の目的でペーストを撒布した場合

を除桝ゴ,一般には, 4月上旬から越年成虫の産卵に

よる幼虫の出現がみられ, 4月中旬には小さい山が認

池られる/その後減少して,苗代期に入って,殺虫剤が

殆ど使用されない場合には,白木1955年におけるよう

に,急激に増加し6月中旬に極めて高い山を描いてい

る/しかし,この時期には各個に殺虫剤を使用したと

思われる白木1954年や御手洗水では顕著な山はみられ

ないその後7月には田植え期に当たり一般に激減す

るが,特に白木1954, 1955年のように殺虫剤の撒布に

よって全く採集されない場合もある. 8月には再びや

や増加し,下旬の農薬撒布がやゝ早く行なわれた白木

1956年では必ずしも高くはないが,ア,中旬に第2の

山が見られる.その後再び減少して9月末から10月中

旬に姿を消す.

以上の成績から本種の季節的消長を殺虫剤の影響を

考慮しながら考えてみると,長崎地方でほ,越冬成虫

の産卵による幼虫の出現は4月上旬から始まり,中旬

に小山を描く. 4月下旬から5月上旬に一旦減少して,

6月中,下旬には新生成虫の活動による極めて高い山

を件る.ワ月には田植えと農薬の使用とによって激減

し, 8月には再びやゝ増加して第2の山を作り, ュo月

中旬掛こ幼虫の発生がみられなくなる.この消長を他

地方のそれと比較すると,野村(1945)は,本邦中部

の暖地では, 7月に最も多く9月に満びやゝ何役して

2山型を示すと述べており,折井(1956)の京都での

調査からもほぼ同様の傾向が認められる.従って本種

の消長が6月以後2山型を示す点は一致するが,それ

らの山が長崎でほ約1ケ月早く現われる点は異なる.

更に, 4月中旬に幼虫の発生の小山が明らかに認めら

れることも特筆すべきことであろう/

コガタアカイエカは前種に比較すると,発生個体数

が遥かに少なく,年或るいは地区によって更に著しく

異っている.白木1955年には苗代期に農薬が殆ど使用

されなかったのに本種の発生が非常に少なく,同1954

年の8月には一時的に多発するなど,本種の季節的な

消長並びに殺虫剤の影響については不明の点が多い.

しかし普通にほ4月下旬又は5月上旬から出現し, 6月

下旬と8月上,中旬に同じ程度の小山を作り, 9月下旬

に姿を消すと考えられる.これを京都での, 5月下旬又
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Seasonal distribution of immature mosquitoes in paddy fields and

mean air temperatures in farm villages near Nagasaki City

in 1954 to 1956 and in 1960.
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は6月上旬に山]=3且し,7月中旬及び8月中旬に山を作

り10月上旬に消滅する,という折井(1956)及び松尾

(1959)の成績と比較すると,長崎地方でほ山現期が約

1ケ月,第1の山が半月余り早く現われるようである.

シロ-シイエカはコガタアカイエカよりも更に年及

び地区による差が甚だしい･それぞれの水田について

ほ図に示した通りで,山間盆地の三川では本種が特に

多いここでは7月下旬の殺虫剤撒布が終るとすぐ増

加して,かなり高い山を描いているが,この山は2ケ

所の水田で特に多発していたことによるのであって,

-般にほこれ程ではないと考えられる｡また白木1956

年及び御手洗水では非常に少ないので消長について述

べることばできない○これらの成績から本種の当地方

における消長を推察すると,普通にほ4月下旬又は5

月上旬からiJl現し,8月上旬に多くなって,9月下旬

から10月中旬の問に姿を消すと考えられる｡これを,

本種が山間盆地に多く,6月f旬から9月上旬まで出

現し7月下旬に最も多い,という松尾(1959)の京都

での成績と比較すると,山間盆地にやゝ多発する点で

は一致するが,長崎地方で出現期が約2ケ月早く,潤

滅期が約1ケ月遅くなっていることば興味がある｡

カラッイエカは図でも明らかなように,年により地

区によって,全く採れない場合と不連続に採れる場合

とがあって,しかもその数が極めて少ない.従ってそ

の消長を明らかにはできないが,苗代末期,田植えの

しばらく後及び8,9月にアオミドロの生じる水田で

散発的に採集される｡

3)水田の利用期と幼虫の発生状況

長崎地方でほ,冬期の休閑田は主としてナタネと麦

の表作に利用され,苗代の始まるのほ非常に遅く5月

下旬頃からぽつぽつ見られる｡田植えは9月上旬から

始まり,稲の開花は大体9月下旬頃で,lo月上,中旬

にほ落水して10月下旬から11月上旬に刈放るoこのよ

うな水田利用の仕方によって蚊幼虫の発生水域の状態

と程度とが変速して,当地方での水田に発生する種類

とその時期及び量を制約していると思われるので,節

2表に示すように,冬期休閑朔(工),苗代期(丑),

田植えから稲の開花まで(ID,及び開花,結実,刺

取り後幼虫が採笑されなくなる迄の時期(IV),とに

分けて,各期における幼虫の発生状況を吟味してみる.

シナ-マダラカ,コガタアカイエカ,シロ-シイエ

カについては既に述べたように観察期を通じて採集さ

れており,前者は個体数が最も多いが特に第Ⅱ期に,

後2者は第Ⅱ期に多い｡これら3種の幼虫ほ各地区を

通じての全採集数の92｡2%を占め,この5種が主要な

水EH'性の蚊であることが判る.これに, I, I, ffl規

を通じて少数ずつ採集されるエセシナ-マダラカ,カ

ラッイエカを加えると9ワ.0%となって,それ以外の蚊

は極めて少ないことになる/しかしこれら少数群の中

にも水田や湿地が主な発生場所と考えられるミナミハ

マダラウスカが1, Ⅱ期に多少採集され, -マダラウ

スカやミツホシイエ力も極少数Ⅱ期と剤鯛に採集され

ている｡その他の種類ほ数も少なく,水田から発生す

ることば寧ろ稀な種類と考えられる/

第Ⅰ期にほ,裏作の畝問,雑草の生えた休閑田中の

凹所や足跡,桝き起され始めた水田の凹地などが主な

発生場所となっており,多くほ水が清く,水温はなお

低い従って上述の主な水田性の種類の他にエセシナ

-マダラカ,ミナミ-マダラウスカ,コガタクロウス

カ,フトシマフサカ更にアカイエカやスジアシイエ力

も採れて,個体数ほ特に多くはないが,発生水域が変

化に富むために,種類が最も多く採れる時期である･

こゝでスジァシイエカとアカイエカのことについて

述べておく.スジァシイエカは前にも述べたように当

地方では稀な種類であって, Ⅰ期とⅡ期に極めて少数

出現しているが,当教室におけるこゝ数年問の採集例

でも殆どの場合4, 5月で,たまに6月にも採集され

ている.従って当地方でほ早い季節にのみ山現する種

類であると考えられる.アカイエカほⅠ期の末期から

Ⅱ期に比較的多く,苗代或るいは本田の準備中に生肥

を施した一部の水田に発生し,他の時期にも同様な水

域においてのみ発生している.

第I[期は苗代期であるが,始めにほ第Ⅰ期の状態の

水田がしばらくの問は残っているので,引き続いて発

生する種類も多い.一方苗代ではシナ-マダラカの最

盛期を迎え,コガタアカイエカやシロ-シイエ力も増

えまじめるために個体数が非常に多くなる時期である･

節皿期は全体が本田となって特殊な種類は発生しな

くなり,殆どが水肝性の種類のみとなるので種類数は

少ないが,シナ-マダラカは尚多発しており,コガタ

アカイエカ,シロ-シイエカ及びカラッイエカ等の最

盛期ともなるので個体数は最も多い時期である.

こゝに興味のあることは長崎地方ではシナ-マダラ

カ幼虫の最盛期が第II期即ち苗代期にあることである｡

このことば苗代を作る時期が遅いことゝ,節皿期の初

期即ち田植えの始まる時期が遅く,本種の春の山の下

降期に当り,その後本田での稲の生育が高配下におい

て極めて早く,日本の中部以北でみられるような本田

での大発生が起り得ないものと考えられる｡しかし節

Ⅱ期での発生水域は苗代に限られるので,こゝで発生
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Table 2　Mean numbers and percentages of immature mosquitoes totalled by season in

utilization of the field.

Total

An. sinensis

An. sineroides

6. tritaenio.

C. vishnui

C. mimeticus

6. orientalis

C. bitaeniv.

C, sinen∫i∫

C. vagans

C'.p.pollens

C. infantulm

C. hayaahii

C. vorax

Tota1　　323.8　14.7　902.5　41.0　920.8　　　　55.7　　2.5　2202.8 100.0

Season I : Fields are under cultivation of the second crops, fallowing, or ploughing.

II : Some fields are used for nursery-beds of the rice plant.

III : It covers the period from the rice-planting in all the fields to the flowering of the
plant.

IV : It covers the period from the fruiting through the reaping of the plant to the
ploughing of some fields for the second crops.

を許され得る量は他地方での本田での大発生にみられ

るような夢魔は起らないのが特徴であろう.

罪Ⅳ期は,乾田化される水田が次第に増加するので

発生水面横は少なくなり,蚊の産卵活動が急激に衰え

る時期でもあるので,種類数,個体数共に最も少ない

時期である.

摘　　　　　要

1)長崎地方の水田での蚊幼虫の発生状況と特徴を

知るために市内の3つの地区で,夫々8又は10筆(枚)

の水田で,週1回,継続して,前後4ケ年間幼虫採集

を行なった.

2)この地方の水田では,上の方法によって年間約

10種,400～600個体が採集されるが,個体数は農薬の

使用状況によってかなりの差を生じる.特に多い種類

はシナハマダラカで,次いでコガタアカイエカ,シロ

ハシイエカが多く,これらの合計は年によって全体の

約90%から97%にもなる.カラツイエカ,エセシナハ

マダラカ,ミナミハマダラウスカは極めて少なくはあ

るが,長期に亘って採集される.アカイエカは普通に

は水田に出ないが生肥を使った時に,特に早期,後述

のI,II期に少数の水田で採れる.スジアシイセカは

I,II期の早期に稀にとれ,当教室での従来の経験で

も4,5月頃だけに極少数採集されている.その他の

ものは個体数が極めて少なく,水田では例外的に採れ
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る種類であると思われる.

3)主な種類の季節的消長をみると,シナハマダラ

カは4月上旬から出て,中旬に小山を,6月中旬に極

めて高い山を作る.7月には高温と農薬の一般的な使

用とによって激減するが,8月には第2の小山を作り,

10月中旬頃姿を消す.コガタアカイエカとシロハシイ

エカは4月下旬又は5月上旬から出はじめるが,前者

は6月下旬と8月上,中旬に多少多くなり,9月下旬

に姿を消す.後者は8月上旬に多くなり,9月下旬か

ら10月中旬頃に姿を消す.カラツイエカはアオミドロ

の生じた水田で散発的に発生する.

4)水田の利用期を冬期休閑期(I),苗代期(II),

田植えから稲の開花まで(III),及び開花,結実,刈取

り後の時期(IV)に分けてみると,苗代(II)が5月下旬

に始まり,田植え(III)が7月上旬に始まること,即ち,

北国におけるよりもこれらの時期が非常に遅いことが

特徴である.

第I期には水域が変化に富むため水田に発生する主

な種類の他に稀有な或るいは特殊な種類も発生するの

で,個体数は少ないが種類数が非常に多い.第II期に

はI期にみられた種類がなお続いて発生するので種類

数も多く,苗代ではシナハマダラカの最盛期を迎えて

個体数は全体として非常に多くなる.このことは長崎

地方の水田での特徴の一つであって,北国におけるよ

うに田植え後本田での,7月頃シナハマダラカ幼虫の最

盛期のみられるのと比較すると興味がある.第III期に

は殆ど水田性の種類のみがみられ,種類数は少ないが,

シナハマダラカの第2の山が現われ,コガタアカイエ

カ,シロハシイエカ,カラツイエカの最盛期ともなる

ので個体数は最も多くなる.第IV期には発生水域が減

少し,蚊の産卵活動が終焉に向うので種類数,個体数

共に最も少なくなる.
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Summary

Collections of immature mosquitoes were made in paddy fields in three farm villages near

Nagasaki City. The mean numbers and percentages of them are tabulated in Table 1. The

seasonal prevalences of dominant or commonspecies are illustrated in Fig. 1. The mean

numbers and percentages of immature mosquitoes for each of four season in utilization of the

fields are given in Table 2.

From these Tables and Fig., the general results are summarized as follows:

1) About ten species and 400-600 individuals of immature mosquitoes may be collected

per field when collections were continued once a week for a year, under the prevailing usage

of agricultural chemicals.

Anopheles sinensis is the most predominant, Culex tritaeniorhynchus and C. vishnui are common

and comenext, and the three species come to 90% to 97% according to the year. An.

sineroides, C. mimeticus, and C. bitaeniorhynchus are few but commonly collected. The others

are much fewer and uncommon. Amongthese, interesting to say, C. vagans is being found

only in Season I and II or mainly in April and May; C. p. pallens is found mainly in the

fields applied with night soil as a fertilizer.

2) The larvae of An. sinensis appear in early April with a small rise in number in second

decade, and begin to increase from late May reaching a high peak in mid June, decreasing

rapidly in July naturally and also by the usual applications of agricultural chemicals, increasing

again in mid August, and disappearing by mid October. Those of C. tritaeniorhynchus and C.

vishnui begin to appear in late April or early May; the former increases in number in late

June and again a little in early to mid August disappearing by late September, while the

latter increases in early August and disappears in mid October. C. bitaeniorhynchus appears

sporadically in the fields with spirogyra-like algae.

3) In Nagasaki area, the paddy fields are differentiated in four seasons as shown in the

footnote of Table 2 and are different with the seasons in the breeding pattern of mosquito

larvae. In the first Season-March to mid May, there found a great variety of collections

of water and accordingly many species, although small in number, of larvae originated from

the hibernated females. In the second Season-late May to late June, in addition to the

continuous breeding of some species from the previous season, there occurs the active breeding

of An. sinensis in the nursery-bed, thus being found still many species and a large number of

larvae. In the third Season-early July to mid September, all the fields are used as

rice planting and so, only several species, but proper breeders, in the paddy fields are found

breeding the most actively, thus there being found rather fewer species but the greatest number.

In the fourth Season-late September to November, by the drainage of paddy fields and by

the fall in temperature, the number of species and individuals become the least.
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